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研究成果の概要（和文）：本研究では、過去30年間の半導体産業における世界の成長と日本の停滞を比較分析し、イノ
ベーションとビジネスモデルの進化に着目して、世界競争力ある産業形態を実現する提案を目指した。
進化の３段設計法の構築に向け、当該産業の分析と進化方策、次世代サプライ・チェーン管理の研究を並走させた。研
究開発コンソーシアムの国際比較の結果、成功しているリストラクチャリングは、産業革新と地域振興課題の間でよく
動機づけされた協業に基づくことを明らかにした。
その上で、研究途上の地域活性化の方法論研究に進み、全国共通の情報インフラとなるデータベースと地域活性化指標
を開発し、１２５市町村に応用して評価事例を示した。

研究成果の概要（英文）：This study aims to suggest a methodology to realize the global competitiveness of 
Japanese semiconductor industry from the view points of a business model innovation and evolutional 
restructuring after a comparison between world's high growth and Japanese decline of the past 30 years.
For three-step evolution design of restructuring the industry, we studied two topics in 2013; evolutions 
in semiconductor industry and next generation technologies about the supply chain management. In 2014, we 
summarized reports of international comparison of research and development consortiums, and we found that 
the key of successful restructuring was based on well-motivated collaboration between industry 
innovations and local vitalization. In addition to a local vitalization methodlogy which is on-going 
study yet, we developed a database and indexies for local vitalization as a common information 
infrastructure nationwide, and the local vitalization indexes were applied for 125 cities as actual 
cases.

研究分野： 生産システム工学、技術経営
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１．研究開始当初の背景 
企業経営におけるビジネスモデルの構

築には、経済学・経営学・経営工学・経
営科学等の総合的な知見が必要とされる。
これは古くから主張されてきたが、2000
年以降、ビジネスモデル進化そのものが
研究対象となってきた。日本では、事業
再編・組織変革管理についての調査研究
(日野・その他, 2007）やビジネスモデル
イノベーション(野中・徳岡,2012)等でビ
ジネスモデル進化が研究されてきている。
これらの研究の背景として、１)日本のも
のづくり企業の衰退・低迷（特に、エレ
クトロニクス分野）、２）企業のリストラ
クチャリングと雇用・人材流動問題の深
刻化、３）欧米を中心とした、世界の成
功事例に基づく技術経営やオープンイノ
ベーション、ビジネスモデルの進化に関
す る 研 究 成 果 （ 例 え ば H. 
Chesbrough,2007）の蓄積・醸成・普及、
等が挙げられる。 
世界半導体市場は年率 10％の成長を維持
する一方、日本のシェアは過去 25 年間で
51%から 19%へ急落している。先行研究で
は、この要因を様々な形で分析してきた。
それらは、企業変化の組織・戦略・技術経
営の問題点を指摘している。代表的研究と
して、失敗の本質(戸部・その他,1991)、半
導体産業の技術力と国際競争力の課題[中
馬,2006], [湯之上,2004]、また、転換期の
半導体・液晶産業(直野,1996)や、研究開発
効率と収益性（宮田,2011）、等がある。し
かし、現実の企業再編は一向に進まず衰退
してきた。この原因は、主に日本企業のビ
ジネスモデルの固定化と企業を取り巻く環
境 の 厳 し さ に あ る ( 申 請 者 ： 有
馬,2006-2012)。また、人員削減・再編に伴
う組織の能力低下が、負のスパイラルを生
み出している。本研究では、過去の反省を
ふまえて、日本社会に対応するビジネスモ
デルを実現することを課題とする。 
 
２．研究の目的 
世界の半導体産業は過去 30 年間に亘って
急速なオープンイノベーションの展開・ビ
ジネスモデルの進化等を繰り広げ、毎年
10％以上の成長率を維持してきた。一方、
日本半導体産業は 30 年間停滞し続けてい
る。この要因は、日本の各企業が新しいイ
ノベーション・ビジネスモデルの進化など
に十分に対応してこなかったためと考えら
れる。本研究では、日本半導体産業の復権
に向けて、個別企業に対する各論と業界全
体の特徴・動向を捉え、世界水準で競争で
きる産業形態を実現するリストラクチャリ
ングの方法論の確立を目指す。研究代表者
はこの産業を過去 15 年間研究対象として
きたので、研究目標の実現可能性を強く信
じる。 

３．研究の方法 
過去 30 年間のイノベーション・ビジネ
スモデルの進化・リストラクチャリング
とそれらの影響を調査分析する。また、
ビジョン策定・ビジネスモデル創造・実
装の「進化の３段階設計法」を構築し、
半導体産業に関する先進的・実践的な４
つの事例に対して詳細設計・実証を進め
る。 
[H25 年度]   
(1) 経営組織を社会運営の重要インフラ
と捉え、経営組織の「進化の３段階設計法」
を構築する． 
(2) 社会正義に根差した共創共栄ビジョ
ン策定とビジネスモデル進化の設計方法
を記述する． 
(3) ビジネスモデル進化に適合した円滑
なリストラクチャリングの計画・実施方法
を議論する． 

 [H26 年度]   
(4) 円滑なリストラクチャリングの実現
のための知財・人材流動の組織化と価値化
について、4 つの先進事例を用いて実践的
に例示する．  

 
４．研究成果 
(1)全体概要 
本研究では、過去 30 年間の半導体産業にお
ける世界の成長と日本の停滞を比較分析し、
イノベーションとビジネスモデルの進化に
着目して、世界競争力ある産業形態を実現す
る提案を目指した。 
進化の３段設計法の構築に向け、A.半導体産
業の分析と進化方策、B.次世代サプライ・チ
ェーン管理の研究を並走させた。 
主な成果として、A.に関しては、研究開発

コンソーシアムの国際比較の結果、多くの相
違が見出された(→(2）)。特に、成功してい
るリストラクチャリングは、産業革新と地域
振興課題の間でよく動機づけされた協業ビ
ジョンに基づくことが明らかになった(→
(3))。また、評価制度の違いがみられた。 
それらを踏まえて、また全体として欧米に 30
年遅れの産学官連携が 2010 年代にキャッチ
アップしてきたことをふまえて、半導体産業
の進化方策を 4点提案した（→(4)）。 
さらに、(3）に関連して、研究途上の地域活
性化の方法論研究に進み、ケース分析・方法
論研究に加えて、全国共通の情報インフラと
なるデータベースと地域活性化指標の設
計・評価方法を開発し発表した（→(5)）。 
B.に関しては、垂直統合型ビジネスと水

平分業型ビジネスの双方向の進化を可能に
する生産システム管理技術を提案・発表した
（→雑誌論文①および③～⑤、学会発表②～
④参照）。また、地域活性化と共創課題とし
て環境経営と小売改革を重点に選び、環境教
育と環境経営、被災時ならびに高齢社会のサ
プライチェーン設計と運用、などについて成



果をまとめ発表した（学会発表⑦～⑨参照）。 
 
(2) 半導体研究開発ｺﾝｿｰｼｱﾑの国際比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3)産官共創ビジョンと評価制度の違い 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(4) 半導体産業の進化に関する４つの提案 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
課題認識と提案の全体像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

＜全体像：4つの提案の関係＞ 
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(5)地域活性化データベースと指標の開発と
評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
評価事例： 
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